
 

 1 

平成１９年度９月補正予算の概要 
 

１ 予算規模等 

 今回の補正予算は、角野船木線改良事業等の公共事業をはじめ、老人保健福祉施設建設事業、砂防等関

連河川整備事業、市民の森整備事業、道路緊急舗装等事業等の単独事業のほか、自主防災組織推進費、障

害者自立支援特別対策事業費、こども夢未来基金積立金等の施策費及び別子山地区林業施設災害復旧費並

びに経常経費について措置しています。 

この結果一般会計では補正額３億６７５万６千円の増、補正後の予算総額は歳入歳出それぞれ４１３億

８，５７４万２千円となり、対前年度同期比は、３億７，４０１万１千円、０．９％の増となっています。 

 

また、特別会計では、 

（１）公共下水道事業特別会計が、補正額６２７万１千円の増、補正後の予算総額は、歳入歳出それぞれ

５９億６，５０７万６千円となり、対前年度同期比は、１億４０９万３千円、１．８％の増、 

（２）介護保険事業特別会計が、補正額４，８００万９千円の増、補正後の予算総額は、歳入歳出それぞ

れ９５億８，４４１万６千円となり、対前年度同期比は、５億２，６９８万７千円、５．８％の増と

なっています。 

 

一般会計、特別会計合わせた補正額は、３億６，１０３万６千円の増、補正後の予算総額は、歳入歳出

それぞれ８５２億３０８万１千円となり、対前年度同期比は、４億８，５７２万９千円、０．６％の増と

なっています。 

２ 一般会計補正予算の主な事業 

（１）公共事業 

角野船木線改良事業（建設部 道路課）  

 １ 事業目的 

主要地方道新居浜別子山線や、上部地区の主要幹線である上部東西線を結ぶ最短ルートである

本路線の改良により、国道１１号の慢性的渋滞緩和を図るとともに、地域住民の安全と生活、経

済活動を支援する。 

２ 補正の内容  補正減                    （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ５７，２００  △２８，２５０  ２８，９５０ 

財源内訳 
国 
市債 
一財 

２８，０５０ 
２７，６００ 

１，５５０ 

△１５，９５０ 
△１２，５００ 

２００ 

１２，１００ 
１５，１００ 

１，７５０ 
    国庫補助内示減に伴い工事費等を減額するとともに、補償交渉難航による補償物件の変更を行い

補償費を追加する。 

   (１)工事費    △３３，７００千円（△１２７ｍ →４ｍ） 

   (２)公有財産購入費 △６，１３０千円（△５９２㎡ →１５８㎡） 

   (３)補償費     １２，５３０千円（△１件 →２件） 

   (４)事務費       △９５０千円 

  ３ 補正に係る財源内訳 

   (１)国 55%（△15,950千円）(２)合併特例債 95%（△12,500千円）（交付税算入率70％） 

   (３)一財（200千円） 
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（２）単独事業 

老人保健福祉施設建設事業（福祉部 介護福祉課）（拡充） 

１ 事業目的 

介護を必要とする高齢者が、住みなれた地域で安心して生活できるように、良質な介護サービス

基盤の計画的な整備・充実を図る。 

２ 補正の内容  建設補助金の追加（交付金内示に伴う補正） 

                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 １５，９９５  １８５，０００  ２００，９９５ 

財源内訳 
国 
一財 

０ 
１５，９９５ 

１８５，０００ 
０ 

１８５，０００ 
１５，９９５ 

 

   (１)小規模多機能型居宅介護事業所整備事業（１０５，０００千円） 

高齢者保健福祉計画に基づき市内８か所に整備予定の地域密着型介護サービス事業所（小規模

多機能型居宅介護）７か所分について予算措置する。 

    ※小規模多機能型居宅介護事業所：通いを中心に要介護者の状態や希望に応じて随時、訪問や泊

まりを組み合わせて提供する在宅支援サービス。 

 

   (２)特別養護老人ホームユニット型個室整備事業（８０，０００千円） 

     豊園荘のユニット型個室整備事業が補助内示を得たことから予算措置する。 

    ※ユニット型個室：個室と共同生活スペースによって一体的に構成されるユニットを単位とする。

１ユニットは概ね１０人以下。プライバシーの確保と他の入居者との適度な交流とが両立され、

ストレス減少などの効果が期待されている。 

 

３ 補正に係る財源内訳 

   (１)国 100%（地域介護・福祉空間整備交付金105,000千円、先進的事業支援特例交付金80,000 千

円） 

 

砂防等関連河川整備事業（環境部 下水道建設課）（新規） 

１ 事業目的 

砂防・治山事業の効果を高めるため、関連する水路工等を実施することにより、水環境の向上と

安全で快適な市民生活を確保する。 

２ 補正の内容  工事費、委託料の追加 

                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ０ ２６，２４１  ２６，２４１ 

財源内訳 
市債 
一財 

０ 
０ 

２１，３００ 
４，９４１ 

２１，３００ 
４，９４１ 

(１)工事費    １８，０００千円 

     ・三杭谷川及び衣笠川 

(２)委託料     ８，２４１千円 

     ・大谷排水路外３か所 

３ 補正に係る財源内訳 

   (１)市債（自然災害防止事業債）100％（21,300千円）（交付税算入率28.5％） 

(２)一財（4,941千円）  
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市民の森整備事業（経済部 農林水産課） 

１ 事業目的 

森林に対する理解を深め、市民の健康と保養のために整備した市民の森の設備充実を図るため、

老朽化によって撤去していた遊具を補充（新設）する。   

２ 補正の内容  工事費の追加 

                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ０  ３，０００  ３，０００ 
財源内訳 寄附金 ０ ３，０００ ３，０００ 

   (１)工事費  ３，０００千円 

     ・木製遊具２基設置（ロープウェイ、冒険丸太渡り） 

 ３ 補正に係る財源内訳 

   (１)寄附金（3,000千円） 

 

道路緊急舗装等事業（建設部 道路課） 

１ 事業目的 

平成１８年度に実施した道路の調査結果を基に、今年度から３年間の予定で、傷んだ市道の修繕

工事や、再舗装工事等を実施し、市道の適正な維持管理に努める。 

２ 補正の内容  工事費の追加等 

                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ２４０，０００  ６０，０００  ３００，０００ 

財源内訳 
市債 
一財 

１４０，０００ 
１００，０００ 

０ 
６０，０００ 

１４０，０００ 
１６０，０００ 

    事業執行状況（7月末施工伺回付率70％）により、当初計画通り追加予算計上し、事業の適正な

執行を図る。 

 

   (１)工事費    ８０，０００千円 

     ・宮北通り線外１４路線追加 

(２)委託料   △２０，０００千円 

     ・小規模舗装委託料減（周辺部一体施工による工事費増により工事費へ組替え） 

 

容器資源化対策事業（環境部 ごみ減量課） 

１ 事業目的 

容器包装リサイクルの推進のため、分別収集された資源ごみ（びん、缶、ﾌ゚ ﾗｽﾁｯｸ製容器包装等）

の選別・圧縮等を行い、資源として有効利用できるように施設整備を行う。 

２ 補正の内容  委託料の追加 

                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ０  １２，２３３  １２，２３３ 
財源内訳 一財 ０ １２，２３３ １２，２３３ 

    第５期新居浜市分別収集計画に基づく容器包装リサイクル推進のため、Ｈ２０年度からその他プ

ラスチック容器ライン等の施設整備に必要な実施設計及び生活環境影響調査委託料を追加する。 

 

   (１)委託料  １２，２３３千円（容器資源化施設実施設計委託料、生活環境影響調査委託料） 
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新居浜駅菊本線改良事業（建設部 道路課） 

１ 事業目的 

ＪＲ新居浜駅と北部市街地とを結ぶ南北幹線道路である本路線を、土地区画整理事業と連携して

一体的に整備する。 

２ 補正の内容  工事費等の追加 

                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ９０，０００  １７，５６１  １０７，５６１ 

財源内訳 
市債 
一財 

８１，０００ 
９，０００ 

１５，８００ 
１，７６１ 

９６，８００ 
１０，７６１ 

    本路線はＨ２０年度末完了の計画であったが、工事費の精査によりＨ２０年度事業費が少なくな

ったこと、また、区画整理事業区域内の同路線もＨ１８年度末で完成していることから、早期完了

による利便性の増進及び経済波及効果等を考慮して、Ｈ１９年度中の完成を目指し、追加予算措置

する。 

(１)工事費      １７，４００千円 

     ・補正前：２６０ｍ→補正後：３０５ｍ 

   (２)事務費（需用費）    １６１千円 

３ 補正に係る財源内訳 

   (１)市債（臨道特定）90％（15,800千円）（交付税算入率1/3） (２)一財（1,761千円）  

 

 単独事業は、これらの事業で、３億２，４８１万９千円の増となっています。 

 

（３）施策費 

自主防災組織推進費（総務部 防災安全課）（拡充） 

１ 事業目的 

大規模災害発生時において重要な役割を担う自主防災組織の充実を図るため、優良モデルとなる

組織活動の育成を支援し、自主防災組織全体のレベルアップを促進する。 

 ２ 補正の内容  備品購入費、報償費等の追加 

                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ０ １，０００  １，０００ 

財源内訳 
県 
一財 

０ 
０ 

５００ 
５００ 

５００ 
５００ 

    愛媛県自主防災組織育成モデル事業費補助金を活用し、地域の防災リーダーの養成と災害時要援

護者避難支援プラン・防災マップの作成、防災訓練等を実施する。 

   (１)備品購入費  ３２６千円 

     ・防災訓練用機材等購入 

   (２)報償費    ２００千円 

 ・地域防災リーダー育成研修講師謝礼 

   (３)役務費等   ４７４千円 

     ・災害時要援護者避難支援プラン調査用郵送費 

     ・防災マップ印刷等 

３ 補正に係る財源内訳 

   (１)県 1/2（500千円） (２)一財（500千円） 
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障害者自立支援特別対策事業費（福祉部 福祉課） 

１ 事業目的 

障害者自立支援法施行に伴う激変緩和と新法への円滑な移行の促進のため、愛媛県障害者自立支

援対策臨時特例基金を活用した特別対策事業を実施し、障害者及び障害児が自立した日常生活や社

会生活を営むことができるように支援する。 

 

 ２ 補正の内容  工事費、備品購入費等の追加 

                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 １８，１３１  ２，５２３  ２０，６５４ 

財源内訳 
県 
一財 

１３，６７７ 
４，４５４ 

１，９２８ 
５９５ 

１５，６０５ 
５，０４９ 

 

   (１)工事費  １，５９５千円（補助率：県10/10、上限500千円×2か所） 

     ・オストメイト対応トイレ整備 

   (２)備品購入費等  ９２８千円（補助率：県10/10） 

     ・視覚障害者等情報支援基盤整備（市役所、身障センター、総合福祉センターに拡大読書機・

活字文書読み上げ機・音声コード作成ソフト・点字ラベルライターを設置） 

 

３ 補正に係る財源内訳 

   (１)県 10/10（1,928千円）(２)一財（595千円） 

 

こども夢未来基金積立金（教育委員会 社会教育課） 

１ 事業目的 

新居浜市の子どもたちが、ふるさとに愛着を感じ、郷土に誇りを持つことができるような活動を

支援し、子どもたちの成長を支援するための「新居浜市こども夢未来基金」へ積立を行う。 

 

 ２ 補正の内容  基金積立金の追加 

                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ０ ２，０００  ２，０００ 
財源内訳 寄附金 ０ ２，０００ ２，０００ 

   (１)基金積立金   ２，０００千円 

 

※参考 

    ・こども夢未来基による今年度実施予定事業 

① 新居浜防災少年団リーダーづくり事業  

② 新居浜子ども環境サミット開催事業 

② 太平洋でくじらと出会う自然体験事業  

④ 別子銅山子ども探検隊事業 

 

 ３ 補正に係る財源内訳 

   (１)寄附金（2,000千円） 
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社会教育充実費（教育委員会 社会教育課）（拡充） 

 ◇公民館いきいきプラン推進事業（１，４００千円） 

  （放課後子ども教室推進事業） 

１ 事業目的 

地域の教育力を結集し、様々な体験活動を子どもたちに提供することにより、社会全体で健全な子

どもを育む。 

 ２ 補正の内容  委託料の追加 

                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ５，２７５ １，４００  ６，６７５ 

財源内訳 
県 
一財 

０ 
５，２７５ 

１，４００ 
０ 

１，４００ 
５，２７５ 

    Ｈ１６年度からＨ１８年度にかけて大生院公民館等で、国の委託事業として「地域子ども教室」

を実施してきたが、委託事業がＨ１８年度で終了。今年度は新居浜市単独事業として７か所で実施

予定であった同事業について、６月県議会で愛媛県放課後子どもプラン推進事業補助金が計上され

たことから、同事業を拡充して実施する。 

   (１)事業内容：料理教室、もの作り教室、スポーツ教室、キャンプ、清掃活動、勤労体験等 

   (２)実施団体：あそびじゅくトムソーヤ（大生院）、やんちゃクラブ（高津）、大好き泉川っ子教室、

ボンデン広場（多喜浜）、小女郎たぬき踊り保存会こども教室（金子）、かるがもク

ラブ（金栄）、笑顔がいっぱい教室（全市、総合福祉センター） 計７か所 

 ３ 補正に係る財源内訳 

   (１)県 2/3（1,400千円） 

 

 施策費は、これらの事業で、８７５万６千円の増となっています。 

 

（４）災害復旧費 

別子山地区林業施設災害復旧費（経済部 別子山支所） 

１ 事業目的 

平成１９年７月１４日の台風４号及び８月２日の台風５号による災害の復旧。 

２ 補正の内容  工事費等の追加 

                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ０  ５，５２７  ５，５２７ 

財源内訳 
市債 
一財 

０ 
０ 

４００ 
５，１２７ 

４００ 
５，１２７ 

   (１)工事費    ４，４１０千円 

     ・保土野線 

(２)需用費      ８４６千円 

     ・保土野線、大湯線 

   (３)委託料等     ２７１千円 

 ３ 補正に係る財源内訳 

   (１) 市債（単独）65%（400千円）（交付税算入率49.5%） 

   (２) 一財（5,127千円） 
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３ 事業を賄う財源（款別歳入） 

                                    （単位：千円） 

款 補正前の額 今回補正額 補正後 
市 税 １８，８３２，０００ ２２１，５００ １９，０５３，５００ 
地方特例交付金 １７３，０００ △５２，７８８ １２０，２１２ 
地 方 交 付 税 ３，２２０，０００ △１３４，５９８ ３，０８５，４０２ 
国 庫 支 出 金 ４，３５６，１４４ １６９，７４３ ４，５２５，８８７ 
県 支 出 金 ２，２３３，７８３ ７，５３９ ２，２４１，３２２ 
寄 附 金 １４，７７１ ７，２４７ ２２，０１８ 
繰 入 金 １，６３０，０６９ △１３，７０２ １，６１６，３６７ 
繰 越 金 ９００，０００ ６５，３２３ ９６５，３２３ 
諸 収 入 １，７６９，６６０ ９９２ １，７７０，６５２ 
市 債 ４，１８７，２００ ３５，５００ ４，２２２，７００ 

計 ４１，０７８，９８６ ３０６，７５６ ４１，３８５，７４２ 
 

 

４ 特別会計の補正内容 

（※財源内訳は今回補正に係る財源のみ記載しています。） 

（１）公共下水道事業特別会計                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

５，９５８，８０５ ６，２７１ ５，９６５，０７６ 

財源内訳 
繰入金 
財産収入 

１，７６５，７２４ 
０ 

△５，６８０ 
１１，９５１ 

１，７６０，０４４ 
１１，９５１ 

    下水処理場改築工事により発生した不要物品の売却処分に伴う償還金の追加。 

     管理費（６，２７１千円、過年度支出金） 

 

（２）介護保険事業特別会計                     （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

９，５３６，４０７ ４８，００９  ９，５８４，４１６  

財源内訳 
支払基金
交付金 
繰越金 

 
２，８１３，０５８ 

０ 

 
４，４８５ 

４３，５２４ 

 
２，８１７，５４３ 

４３，５２４ 
    平成１８年度事業の精算に伴う償還金及び基金積立金の追加。 

諸支出金（２４，４２６千円、償還金（介護給付費国庫負担金他）） 

基金積立金（２３，５８３千円、介護給付費準備基金積立金） 

 

 

                                        


